　　　＜大日本帝国の成立＞資料①「大塩平八郎の乱」

　　　　1837年２月19日、午前８時ごろ、うちつづくききんと百姓一揆・うちこわしがつづいた大阪の町をふるわす大事件が起きた。

　　　大阪町eq \o(\s\up 9(ぶぎょうじょ),奉行所)（今の大阪市役所と警察署を兼ねた役所）のeq \o(\s\up 9(よりき),与力)（２番目にえらい役人）だった大塩平八郎が、突然大砲４門と鉄砲ややりで武装した人々を率いて、大阪の町にくりだした。そして大阪町eq \o(\s\up 9(ぶぎょうじょ),奉行所)に向かう道々で、大商人の店を大砲でうちこわし、たくわえられたお金をとりだしては道路に投げ捨て、米屋を襲っては蔵から米を運び出して道路にまきながら、行進した。

　　　その数は最初は100人ほどだったが、しだいにふくれあがり、総勢400人にも達した。

　　　一揆の先頭には、「eq \o(\s\up 9(きゅうみん),救民)（民を救う）」と書いた旗がひるがえり、おそわれた大商人や米屋の蔵から持ち出され道路に投げすてられた米やお金には、貧しい人々が群がった。

　　　一揆に参加したのは大塩などの町eq \o(\s\up 9(ぶぎょうじょ),奉行所)の下級役人と、大阪の近くの村村のeq \o(\s\up 9(なぬし),名主)（村長）たちと農民たち。最初の計画では、この日の夕方に市内の巡視を終えた大阪町奉行２人が、大塩の家の前に住む現職のeq \o(\s\up 9(よりき),与力)の家に立ち寄ったところを襲って二人を殺し、そのあとで大商人の店を襲う予定であった。

　　　しかし騒ぎを知ってくりだしたeq \o(\s\up 9(ぶぎょうじょ),奉行所)や大阪城の軍隊と２度砲撃・銃撃戦をするや、戦に不慣れな農民や役人たちは２名の死者を残して、全員逃げ出し、大塩らも逃げ出してしまった。

　　　取られたお金は、大商人のeq \o(\s\up 9(こうのいけや),鴻池屋)一軒だけで金４万両（１両は約12万円。約48億円）にもなったといわれている。またこの火事でやけた大阪の家は１万2574戸。全大阪市中の5分の１にあたり、火事は翌20日の夜９時すぎにようやくおさまった。

　　　一揆の主な参加者は全員つかまり、eq \o(\s\up 9(しゅぼうしゃ),首謀者)はeq \o(\s\up 9(しざい),死罪)。そして乱から40日後に逮捕されたとき、爆薬で自殺した大塩親子の死体はeq \o(\s\up 9(しおづ),塩漬)けされて、市中ひきまわしのうえ、eq \o(\s\up 9(はりつけ),磔)にされた。

　　　しかし、真冬の寒空に家を焼かれた大阪の人々は、大塩平八郎を憎むどころか、「大塩様」「平八郎様」と尊敬し、「世直し大明神」と呼ぶものさえあったという。

　　　＜大日本帝国の成立＞資料②「腐敗した役人」
　　　　　1833年から毎年つづく全国的なeq \o(\s\up 9(きょうさく),凶作)・ききん（eq \o(\s\up 9(てんぽう),天保)のききん）で全国的に米の値段が上がる中、天下の台所の大阪にも米のeq \o(\s\up 9(にゅうか),入荷)が激減したうえ、金持ちの大商人たちが米を買い占めて値段をつりあげたので、米の値段はさらに値上がりした。　　
　　　　そして1836年９月には、ついにeq \o(\s\up 9(う),餓)えに苦しむ貧しい人たちが米屋十数軒をうちこわし、米を奪いとっていった。
　　　　しかし大坂町eq \o(\s\up 9(ぶぎょう),奉行)のeq \o(\s\up 9(あとべ),跡部)

eq \o(\s\up 9(やましろのかみ),山城守)は、なにも対策を取らないだけではなく、翌1837年４月に行われる新将軍任命の儀式の準備の爲に、ひそかに部下を大阪に運ぶ米が集まる兵庫の港につかわして米を買い占めさせ、江戸に送っていたのである。
　　　　すでに７年前にeq \o(\s\up 9(よりき),与力)を息子にゆずってeq \o(\s\up 9(いんたい),引退)していた大塩平八郎は、息子を通じてeq \o(\s\up 9(ぶぎょう),奉行)に対して、米の値段を下げることや、大商人から金を出させて、貧しい人々に施すなどの対策をとるように提案していた。しかし、eq \o(\s\up 9(ろうじゅう),老中)

eq \o(\s\up 9(みずのただくに),水野忠邦)を兄に持ち、新将軍に近づいて出世をとげようとしていた町eq \o(\s\up 9(ぶぎょう),奉行)のeq \o(\s\up 9(あとべ),跡部)は、江戸に送る米の買占めを続けただけではなく、大塩平八郎の提案を「eq \o(\s\up 9(いんきょ),隠居)のくせに出過ぎたことを言う」としりぞけたばかりか、「こんどこのような提案をしたら、eq \o(\s\up 9(ごうそ),強訴)（法律で定めた手続きをへないで訴える事）と見なして厳しくeq \o(\s\up 9(しょばつ),処罰)する」とeq \o(\s\up 9(おど),脅)したのであった。
　　　＜大日本帝国の成立＞資料③「迫り来る黒船」
年
国名
来た場所
要求したこと
備考

1778
ロシア
蝦夷地（根室）
通商
天明の大ききん
天保の大ききん

1792
ロシア（使節ラクスマン）
蝦夷地（根室）
通商


1796
イギリス
蝦夷地（室蘭）
日本沿岸を測量


1803
アメリカ
長崎
通商


1804
ロシア（使節ラザノフ）
長崎
通商


1806
ロシア
カラフト
番人をつれさる


1807
ロシア
蝦夷地（函館）




アメリカ
長崎




ロシア
蝦夷地（利尻島）
幕府の船を焼く


1808
イギリス
長崎
オランダ商館引渡し


1812
ロシア
蝦夷地沖
日本商人を捕らえる


1813
ロシア
蝦夷地（国後）
日本商人と金の引き換え



イギリス
長崎
オランダ商館引渡し


1816
イギリス
琉球
通商


1817
イギリス
浦賀
通商


1818
イギリス
浦賀
通商


1822
イギリス
浦賀
薪と水の補給


1824
イギリス
大津浜（茨城）
薪と水の補給



イギリス
宝島（鹿児島）
村を襲う


1825
イギリス
陸奥沖（宮城県）



1825年、幕府は外国の通商要求を【　　　　】することを決め、
外国船が来たら【　　　　　】することを決めた


1837
アメリカ（モリソン号）
浦賀
通商（幕府軍に砲撃される）


　　　
　　　＜大日本帝国の成立＞資料④「幕府・諸藩の政治改革」
　　　　1825年幕府は外国の通商要求を拒否し、外国船が来たら砲撃することを決め、各藩にeq \o(\s\up 9(えんがんぼうび),沿岸防備)を強めるように指示した。そしてオランダから報告された世界の様子を諸大名にもまわし、このため各藩では、世界への関心が高まって、このオランダeq \o(\s\up 9(ふうせつがき),風説書)を写して世界の動きを学ぼうとするものも増えた。また、オランダ語を学び、オランダの本からヨーロッパの技術を学ぼう（これをeq \o(\s\up 9(らんがく),蘭学)という）というeq \o(\s\up 9(きうん),機運)も盛り上がった。
　　　
　　　またeq \o(\s\up 9(ざいせいなん),財政難)に困っていた多くの藩では、藩の政治を改革し、身分の低い武士でも能力があれば高い地位について仕事ができるようにし、藩としてもeq \o(\s\up 9(じんざい),人材)を育てるために、藩の学校をeq \o(\s\up 9(じゅうじつ),充実)し、eq \o(\s\up 9(らんがく),蘭学)も学ぶ科目に入れたり、身分の低い下級武士でも学校に入れるようにした。また苦しい財政を補うために、下級武士の家で子供がいない家などでは、町人や農民から養子をとることも許し、さらに金を納めれば下級武士の地位を与えることすら実施された。
　　　このため、各藩では身分の低い下級武士や町人・農民の間に学習熱が高まり、積極的にオランダ語を学び、オランダ学（eq \o(\s\up 9(らんがく),蘭学)）の塾があった長崎や大阪や江戸に出て学問をするものも多数出て、ここで学んだ学生が国に戻って塾を開き、eq \o(\s\up 9(らんがく),蘭学)を学ぶ人の数は急激に増えた。
　　　またeq \o(\s\up 9(さつまはん),薩摩藩)（鹿児島県）やeq \o(\s\up 9(ちょうしゅうはん),長州藩)（山口県）、そしてeq \o(\s\up 9(みとはん),水戸藩)（茨城県）やeq \o(\s\up 9(うわじまはん),宇和島藩)（愛媛県）などでは、ヨーロッパ式の製鉄所や鉄砲製造工場や造船所も出来、オランダ語の本で学んだ知識をもとに、鉄砲や大砲、そして蒸気船すら作り、西洋式に訓練された軍隊すらできて来たのである。
　　　だが幕府では、このような政治の改革は、充分に出来ず、西洋式軍隊もできなかったし、身分の低い下級武士を高い地位につけることも出来なかった。
　　＜大日本帝国の成立＞資料⑤「アヘン戦争の衝撃」
　　
　　　1842年、オランダから幕府に対して驚くべき報告が入った。中国（清）がイギリスと戦争して敗れ、ホンコン島をとられ、五つの港の開港と自由貿易を認めさせられ、総額8900万両のeq \o(\s\up 9(ばいしょうきん),賠償金)を取られたと言う。しかもこのeq \o(\s\up 9(ばいしょうきん),賠償金)は清政府の年間収入の３年分という、あまりに巨額なため、５年間のeq \o(\s\up 9(ぶんかつばらい),分割払い)となり、毎年eq \o(\s\up 9(りし),利子)を５％とられ、eq \o(\s\up 9(ばいしょうきん),賠償金)を払い終わるまでは、貿易港のアモイの入口の島と貿易港のニンポー入口の島とをイギリス軍が占領するという結果となったという。
　　イギリスと清とは17世紀末から貿易を続けて来たが、清は自由な貿易を許さず、貿易場所はカントンのみで、貿易相手は清政府が認めた中国人商人のみと制限されていた。しかも豊かな清がイギリスから買うものはほとんどなく、イギリスは中国のお茶を大量に輸入していたため清への銀での支払いがかさみ、貿易はかえってイギリスが赤字となっていた。イギリスは18世紀末いらい何度もeq \o(\s\up 9(しせつ),使節)をおくり、清国皇帝にたいして自由な貿易を認めるようせまったが、清は相手にせず、イギリスの貿易赤字はふくらむばかりであった。
　　そこで清との貿易を独占していたイギリスの東インド会社は、植民地にしたインドでアヘン（eq \o(\s\up 9(まやく),麻薬)の一種）を栽培し、それをひそかに清にもちこんで、清政府から貿易を許可されていない商人にこっそり売り、それで得た銀とお茶をイギリスに送るという商売を始めた。この商売は大当たりし、大量のアヘンが清に持ちこまれ、各地の町には、アヘンを吸わせる店まで現れた。
　　　清政府は1796年以来、アヘンのeq \o(\s\up 9(きゅういん),吸飲)とeq \o(\s\up 9(はんばい),販売)を禁止したが、取り締まりにあたった役人や軍隊が商人とぐるになったため、取り締まりの効果はなく、1830年以後は、お茶の輸出額よりも多量の金額のアヘンが買われるため、清とイギリスとの貿易は、清のeq \o(\s\up 9(おおはば),大幅)な赤字になり、中国内で銀が不足して、商売もやりにくくなるありさまであった。
　　1839年、アヘンのeq \o(\s\up 9(みつゆ),密輸)をほっておけなくなった清政府は、中央から役人をカントンにeq \o(\s\up 9(はけん),派遣)し、外国商館をeq \o(\s\up 9(へいさ),閉鎖)して、イギリスeq \o(\s\up 9(りょうじ),領事)（中国にいるイギリスの一番偉い役人）とアヘン商人を逮捕し、商人が持っていたアヘン２万箱をとりあげ、海に捨てた。そしてアヘンをeq \o(\s\up 9(みつゆ),密輸)していたイギリスとアメリカの商人16人を国外追放し、今後はアヘンを積んできた船は船ごとeq \o(\s\up 9(ぼっしゅう),没収)し、その商人と船長は死刑にすると宣言した。
　　この政策を不服としたイギリス政府はただちに遠征軍を編成し、清政府に打撃を与えるとともに、長い間の課題であった「自由貿易」の実現をはかることを決めた。しかしこの政策のeq \o(\s\up 9(ぜひ),是非)を決めた議会での表決は、賛成271票・反対262票のわずかな差であった。
　　遠征軍は軍艦16eq \o(\s\up 9(せき),隻)（大砲は540門）を中心に、これに最新式の武装蒸気船４eq \o(\s\up 9(せき),隻)と輸送船28eq \o(\s\up 9(せき),隻)。これに4000人の陸軍を乗せて、インドからeq \o(\s\up 9(はけん),派遣)された。1840年６月にカントン沖にあらわれたイギリス艦隊はすぐに北上し、８月には清の都のペキンの港であるテンチン沖に軍艦を並べ、清政府に、アヘンのeq \o(\s\up 9(ばいしょうきん),賠償金)の支払いと・自由貿易の開始およびイギリスの貿易eq \o(\s\up 9(きょてん),拠点)として島を一つゆずることを要求した。
　　　しかし清政府がこの要求を拒否するや、ただちに遠征軍は行動を開始し、1841年１月７日、カントン入口の二つの砲台を攻撃して占領し、先の要求をのめと要求した。だがこの交渉の最中に清国皇帝がイギリスに対してeq \o(\s\up 9(せんせんふこく),宣戦布告)したため交渉は成り立たなかった。イギリスはただちに軍を進め、アモイやニンポーなどの主な港の入口の島を占領し清に降伏をせまったが、清政府はこれを拒否した。
　　　そして1842年３月10日、清政府は１万5000の軍隊を集めてアモイ・ニンポー入口の島を占領したイギリス軍4000にむかったが、すぐさまeq \o(\s\up 9(げきたい),撃退)され、逆に各地の港や砲台を占領されるや、清政府は、ヨーロッパから武器を買う事や地方の有力者が農民や商人と軍隊を組む事を禁止し、1842年８月29日、ナンキン沖の洋上のイギリス軍艦の上で、ホンコンの割譲・自由貿易の開始・eq \o(\s\up 9(ばいしょうきん),賠償金)の支払いなどの条約（eq \o(\s\up 9(なんきん),南京)条約）を結んだ。
　　　これをきっかけに、アメリカ・フランスも清に自由貿易を認めさせ、商人の保護を名目に、この２国の軍隊も中国にとどまることになったのである。
　　　＜大日本帝国の成立＞　　資料⑥「アメリカの開国要求に対する大名の意見」
　１．「eq \o(\s\up 9(じょうい),攘夷)派」（外国を討てという意見）
　　　願いのとおりeq \o(\s\up 9(つうしょう),通商)許せば、とりあえず穏やかに問題が解決したかのように見えるが、アメリカにeq \o(\s\up 9(つうしょう),通商)を許せば、他のeq \o(\s\up 9(しょい),諸夷)（他のeq \o(\s\up 9(やばんじん),野蛮人)）からも同じ願いが出され、その国々ともeq \o(\s\up 9(つうしょう),通商)をした結果、日本の国力は衰えるのではないか。清国がeq \o(\s\up 9(つうしょう),通商)が原因で戦争におよび、（そのeq \o(\s\up 9(ばいしょうきん),賠償金)などで）中国の人々が例えようも無い苦しみに見まわれていると聞く。このような先例もあるから、この度のeq \o(\s\up 9(つうしょう),通商)要求に対しては武力をもってeq \o(\s\up 9(やばんじん),野蛮人)どもの企てを打ち砕き、防備を固めるのが良いと思う。日本はかってeq \o(\s\up 9(こうあん),弘安)のeq \o(\s\up 9(えき),役)（eq \o(\s\up 9(げんこう),元寇)）でも戦って勝っているのだから、これ以上の策はない。
　　　　　　　　　　　　（eq \o(\s\up 9(ちょうしゅうはんしゅ),長州藩主)　eq \o(\s\up 9(もうりよしちか),毛利慶親)）
　２．「開国派」（開国し積極的に貿易をする意見）
　　　アメリカと日本の力を比べてみるに、今のままでは勝利はおぼつかない。アメリカは軍艦・大砲・鉄砲や兵士を比べても日本にeq \o(\s\up 9(すうだん),数段)勝っているからである。
　　　昔は知らず今では、蒸気船などが作られた結果、航海が便利になり、世界の内で日本を除いてみんな外国と行き来し貿易をしていると聞く。この時の流れには逆らえないから、日本もアメリカの申し出を幸いとして、積極的に外国と仲良くしeq \o(\s\up 9(つうしょう),通商)する事が、国を守り、国を豊かにする道である。
　　　　　　　　　　　　（eq \o(\s\up 9(さくらはんしゅ),佐倉藩主)　eq \o(\s\up 9(ほったまさよし),堀田正睦)）
　３．「戦争eq \o(\s\up 9(かいひ),回避)派」（当面戦争はさけようという意見）
　　　外国とeq \o(\s\up 9(つうしょう),通商)を始めては、異国人が多数日本に入りこみ、国内の様子を知られて、清国と同様なことにもなりかねないので反対である。しかし、今すぐeq \o(\s\up 9(つうしょう),通商)を断っては、すぐさま戦争になってしまうので、いろんなわけを言って回答を引き延ばし、その間に沿岸の防備を固めておいて、３年もたてば戦えるであろう。その時、eq \o(\s\up 9(しょはん),諸藩)が一体となって戦えば、eq \o(\s\up 9(だんこ),断固)討ち払うことができるだろう。
　　　　　　　　　　　　（eq \o(\s\up 9(さつまはんしゅ),薩摩藩主)　eq \o(\s\up 9(しまづなりあきら),島津斉彬)）
　　＜大日本帝国の成立＞　　　　資料⑦「実行されたeq \o(\s\up 9(じょうい),攘夷)」
　　　幕府が天皇のeq \o(\s\up 9(いし),意思)を無視して開国するや、eq \o(\s\up 9(じょうい),攘夷)派の人々は天皇の命令で幕府を変えようと言う方向へと動き出した。
　　1862年10月、天皇のeq \o(\s\up 9(じょうい),攘夷)を決行すべしとの幕府に対する命令が出された。対応を迷った幕府は11月、eq \o(\s\up 9(じょうい),攘夷)を決行することを決め、その期限を翌年の５月10日と定めた。しかしこの命令を実行しようとする気持ちは幕府にはなく、eq \o(\s\up 9(じょうい),攘夷)実行はeq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),長州)藩以外になかったのである。
　　1963年５月10日。eq \o(\s\up 9(しものせきかいきょう),下関海峡)を通ろうとしていたアメリカ商船を突然eq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),長州)藩の蒸気軍艦が攻撃した。あわてた同船は全力で逃げ切り事無きをえたが、これがeq \o(\s\up 9(じょうい),攘夷)の始まりであった。そして５月23日にはフランス軍艦を陸上の砲台と蒸気軍艦二eq \o(\s\up 9(せき),隻)から砲撃してeq \o(\s\up 9(げきたい),撃退)。さらに26日にはオランダ軍艦を砲撃、30発の砲弾を命中させマストや煙突を吹き飛ばし、死者４名の被害を与え、eq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),長州)

eq \o(\s\up 9(じょうい),攘夷)派のeq \o(\s\up 9(いき),意気)は大いに上がった。
　　しかしeq \o(\s\up 9(じょうい),攘夷)はここまでであった。eq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),長州)藩の攻撃を知ったアメリカ軍艦ワイオミングは６月１日eq \o(\s\up 9(しものせきかいきょう),下関海峡)に現われてeq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),長州)藩軍艦３eq \o(\s\up 9(せき),隻)および両岸の砲台と交戦し、軍艦２eq \o(\s\up 9(せき),隻)をeq \o(\s\up 9(げきちん),撃沈)・1eq \o(\s\up 9(せき),隻)を大破、砲台の一つを破壊した。そして５日にはフランス軍艦2eq \o(\s\up 9(せき),隻)が現われeq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),長州)藩の砲台を破壊した上で、250人のeq \o(\s\up 9(りくせんたい),陸戦隊)を上陸させ、砲台を占領して大砲を奪っていった。
　　さらに翌1864年、eq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),長州)藩が砲台を修理してeq \o(\s\up 9(しものせきかいきょう),下関海峡)の通交を再び妨げたことに対し、８月５日、イギリス・フランス・オランダ・アメリカのeq \o(\s\up 9(れんごうかんたい),連合艦隊)17eq \o(\s\up 9(せき),隻)がeq \o(\s\up 9(しものせきかいきょう),下関海峡)のeq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),長州)藩砲台を攻撃し、わずか１時間20分ほどの戦闘でeq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),長州)側の全ての砲台を沈黙させてしまった。eq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),長州)藩の大砲は70門で多くは先込め式の旧式のeq \o(\s\up 9(きゅうけいだん),球形弾)でeq \o(\s\up 9(しゃてい),射程)約１ｋｍ、eq \o(\s\up 9(れんごうかんたい),連合艦隊)の大砲は250門で、その多くは元込め式の新式eq \o(\s\up 9(そくしゃほう),速射砲)でeq \o(\s\up 9(えんすいけい),円錐形)のeq \o(\s\up 9(はれつだん),破裂弾)を放ち、eq \o(\s\up 9(しゃてい),射程)約４ｋｍであったからである。そしてその後eq \o(\s\up 9(れんごうかんたい),連合艦隊)はeq \o(\s\up 9(りくせんたい),陸戦隊)を上陸させ、砲台を占領して大砲を破壊eq \o(\s\up 9(ほかく),捕獲)してしまったのである。
　　1864年８月14日。eq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),長州)藩と４カ国の間に条約が結ばれ、eq \o(\s\up 9(しものせき),下関)の開港と二度と外国船を攻撃しないことを取り決め、eq \o(\s\up 9(ばいしょうきん),賠償金)として300万ドル（約1085億円）を払う事で戦いは終わった。
　　以後eq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),長州)藩はイギリスに接近し、武器の買いつけを行ったのである。
　　これと同じ頃、1862年のeq \o(\s\up 9(なまむぎ),生麦)でのイギリス商人eq \o(\s\up 9(さっしょう),殺傷)の責任を問われたeq \o(\s\up 9(さつま),薩摩)藩は、1963年７月、鹿児島湾にてイギリスの軍艦７eq \o(\s\up 9(せき),隻)と戦闘におよび、交戦は３時間半にもおよんだ。eq \o(\s\up 9(さつま),薩摩)藩はeq \o(\s\up 9(しゃてい),射程)１ｋｍの旧式のeq \o(\s\up 9(きゅうけいだん),球形弾)を撃つ大砲83門で応戦し、イギリス軍のeq \o(\s\up 9(きかん),旗艦)を破壊、艦長以下４人を戦死させたが、新式のeq \o(\s\up 9(しゃてい),射程)４ｋｍの大砲を含む101門のイギリスの大砲の前に砲台の多くは破壊され、イギリス軍艦の発射したロケット弾によって鹿児島eq \o(\s\up 9(しがい),市街)の約１割を焼かれてしまい、製鉄所や鉄砲製造工場も破壊された。
　　そして1963年11月に江戸でeq \o(\s\up 9(さつま),薩摩)藩がeq \o(\s\up 9(ばいしょうきん),賠償金)10万ドル（金6万330両：約36億円）を払い、イギリス商人を殺したeq \o(\s\up 9(げしゅにん),下手人)を捕まえ死刑にすることでこの戦いはおさまり、以後eq \o(\s\up 9(さつま),薩摩)藩もイギリスに接近し、武器を購入するとともに多くの留学生をイギリスに送ったのである。
　　　＜大日本帝国の成立＞　　資料⑧「留学生伊藤eq \o(\s\up 9(しゅんすけ),俊輔)がみたもの」１
　　　　1841年９月にeq \o(\s\up 9(ちょうしゅうはん),長州藩)の貧しい農民の家に生まれた伊藤eq \o(\s\up 9(しゅんすけ),俊輔)（のちのeq \o(\s\up 9(ひろふみ),博文)）は、父eq \o(\s\up 9(じゅうぞう),十蔵)が家族ぐるみで下級武士の伊藤家をつぐことになったので、武士となった。貧しい伊藤家は武士と言っても農業を行っており、幼い頃からeq \o(\s\up 9(しゅんすけ),俊輔)は農作業を手伝い、「うんこ臭い」など、武士の子供らから馬鹿にされていた。しかし彼は、幼い頃からeq \o(\s\up 9(よしだしょういん),吉田松陰)（長州藩eq \o(\s\up 9(じょうい),攘夷)派のさきがけ）の塾に学び、学友のeq \o(\s\up 9(たかすぎしんさく),高杉晋作)らとeq \o(\s\up 9(そんのうじょうい),尊王攘夷)運動に駆けずり回った。
　　　1862年のイギリスeq \o(\s\up 9(こうしかん),公使館)の焼き討ちにもくわわったが、1863年に藩の命令でeq \o(\s\up 9(どうりょう),同僚)の井上eq \o(\s\up 9(ぶんた),聞多)（のちのeq \o(\s\up 9(かおる),馨)）とともにイギリスに留学することになった。残念ながら翌1864年の下関戦争のうわさを聞き、欧米と戦う間違いをさとった伊藤らは、藩を説得するために急ぎ帰国したため、留学は６ヶ月で終わったが、そこで学んだことは大きかった。
　　①「イギリスの兵営」
　　　伊藤らの興味の第１は、アヘン戦争で示されたイギリス軍の強さであった。伊藤らはつてをたよりイギリスの兵営や武器工場などを見学したが、そこで伊藤は優秀な兵器に出会うとともに、驚くべきことを耳にした。
　　　それはイギリスの軍隊のeq \o(\s\up 9(しょうこう),将校)（指揮する人）の出身階級をたずねたときのことだが、将校にも貴族（武士）出身の者だけではなく、平民（農民・商人・職人）出身のものが多数おり、兵士は皆平民出身であることを伊藤は知ったのである。イギリスはeq \o(\s\up 9(こくみんかいへい),国民皆兵)制度をとっており、成年男子はみなeq \o(\s\up 9(ちょうへい),徴兵)によって兵士とならねばならなかったのである。
　　　農民出身の伊藤や井上にとってそれはeq \o(\s\up 9(しんせん),新鮮)なeq \o(\s\up 9(おどろ),驚)きであった。
　　　＜大日本帝国の成立＞　　資料⑨「eq \o(\s\up 9(こくみんかいへい),国民皆兵)制」の起源
· eq \o(\s\up 9(こくみんかいへい),国民皆兵)制
　　18世紀末にフランスで成立した制度。フランス革命のeq \o(\s\up 9(ほったん),発端)となった1789年7月のバスチーユeq \o(\s\up 9(しゅうげき),襲撃)の直前に組織されたeq \o(\s\up 9(みんぺい),民兵)がその後、国民軍（garde nationale）とよばれるようになった。1790年に国民軍はeq \o(\s\up 9(ぎむせい),義務制)となり、さらに1793年の国民eq \o(\s\up 9(そうちょうしゅうほう),総徴集法)によってすべてのフランス国民が常時eq \o(\s\up 9(ぐんむ),軍務)にeq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),徴集)されることになった。
　　こうして成立したeq \o(\s\up 9(こくみんかいへい),国民皆兵)の思想に基づく国民軍は、eq \o(\s\up 9(しがんへい),志願兵)制（兵士を職業としたい人がなる）のeq \o(\s\up 9(せいきぐん),正規軍)とともにもっぱら外敵と戦うこととなった。すなわち、国民国家のeq \o(\s\up 9(けいせい),形成)に伴い、国王のeq \o(\s\up 9(ようへい),傭兵)(金で雇われた兵士)ではなく、一般市民が国家のために戦うという新たな状況が生まれた。
　　eq \o(\s\up 9(こくみんかいへい),国民皆兵)制はナポレオンeq \o(\s\up 9(えんせい),遠征)の影響でヨーロッパ各国で採用されるようになり、日本でも1873年（明治6）のeq \o(\s\up 9(ちょうへいれい),徴兵令)で一定の年齢の男子に兵役義務を課すeq \o(\s\up 9(こくみんかいへい),国民皆兵)制が導入された。〈亀野邁夫〉 (C)小学館
　　　　＜大日本帝国の成立＞　　資料⑩「留学生伊藤eq \o(\s\up 9(しゅんすけ),俊輔)が見たもの」２
　　　②「イギリスの工場」
　eq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),長州)藩の留学生・伊藤と井上は、イギリスの武器やeq \o(\s\up 9(ぐんじゅぶっし),軍需物資)をつくる工場を見学し、イギリスの優れた武器がどのようにしてつくられているのかを知ろうとした。
　そして大砲工場や鉄砲工場、そしてeq \o(\s\up 9(ぞうせんじょ),造船所)や兵士の服をつくるeq \o(\s\up 9(ぼうせき),紡績)・eq \o(\s\up 9(おりもの),織物)工場やeq \o(\s\up 9(くつ),靴)工場などをeq \o(\s\up 9(せいりょくてき),精力的)に見学してまわった。
　そこで彼らは見たこともない大きな建物を見た。その建物には背の高いeq \o(\s\up 9(つつ),筒)がいくつも並び、そこからもくもくと真っ黒い煙をeq \o(\s\up 9(ふきだ),噴出)していたのである。そして工場の中に入ると耳をふさぐほどのeq \o(\s\up 9(ごうおん),轟音)。隣のものとの会話がしにくいほどの大きな音が工場をふるわせ、大きな機械が何台も並んでそこから次々と製品がeq \o(\s\up 9(は),吐)き出されていたのである。
　一列に並んだ機械の間の所々には何人かの人が働いており、こちらの機械・あちらの機械と走り回っていた。人がついていなくても機械は自動的に動き、製品をつくっていたのである。聞けばeq \o(\s\up 9(じょうききかん),蒸気機関)という、湯をわかした水蒸気の力で機械を動かしているとの事。
　そしていくつかの工場の間を、煙をだして鉄の道をはしる機械が走っており、それが人や材料や製品を工場から工場をつなぎ、町や港をつないでいたのである。
　蒸気をふいてeq \o(\s\up 9(うな),唸)り声を出して走る鉄の馬。
　eq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),長州)のeq \o(\s\up 9(しものせき),下関)の町の小さな工場やeq \o(\s\up 9(にぐるま),荷車)しか見たことのない二人にとって、大きな機械がeq \o(\s\up 9(うな),唸)り声をあげて動いているさまには、eq \o(\s\up 9(きも),肝)をつぶすほどの驚きであった。
　　　　＜大日本帝国の成立＞　　　資料⑪「eq \o(\s\up 9(けんべい),遣米)

eq \o(\s\up 9(しせつ),使節)が見たアメリカ」
· 1860年、幕府はeq \o(\s\up 9(そうぜい),総勢)77名のeq \o(\s\up 9(しせつ),使節)団をアメリカのワシントンにおくり、日米修好通商条約のeq \o(\s\up 9(ひじゅんしょ),批准書)の交換をおこなった。そしてこのeq \o(\s\up 9(しせつ),使節)団に参加した人たちはたくさんの体験をしアメリカという未知の国に触れたのであった。
１．「アメリカの議会」
　eq \o(\s\up 9(しせつ),使節)団の副eq \o(\s\up 9(ぜんけんたいし),全権大使)であったeq \o(\s\up 9(むらがき),村垣)

eq \o(\s\up 9(あわじのかみ),淡路守)（eq \o(\s\up 9(ろうじゅう),老中)につぐ外国奉行の地位にあった人。47才）は議会を見たときのことを次のように日記に記している。
『コンゲレス館に行く。議事堂だという。大きな部屋の正面の高いところに副大統領がおり、その前に椅子をたくさんならべ４・５０人もの人が並んでいる。そのうちの一人が立って大声でののしり、手まね身振りなどして、まるでeq \o(\s\up 9(きょうじん),狂人)のようだ。つぎに他の一人が立って同じことをする。何事かとおもってたずねて見ると、国の政治は、みんなで討論し、おのおのの意見を残さず申し述べ、この人々の意見を副大東領が聞いて決定するという。しかも２階席には大勢の男女が集まり、意見のやりとりを聞いている。
　まるで江戸日本橋のeq \o(\s\up 9(うおがし),魚河岸)の魚のせりのようだと皆でうわさした。』と。
　eq \o(\s\up 9(むらがき),村垣)にとって初めて見る光景であり、驚きでもあった。
２．「eq \o(\s\up 9(めしつかい),召使)のeq \o(\s\up 9(ふくざわゆきち),福沢諭吉)の見たアメリカ」
　eq \o(\s\up 9(しせつ),使節)団のeq \o(\s\up 9(ぜんけんたいし),全権大使)ののeq \o(\s\up 9(めしつかい),召使)として渡米したeq \o(\s\up 9(ふくざわゆきち),福沢諭吉)は、アメリカの町で、行き交う人々に質問してまわった。『初代大統領のワシントンの御子孫は、今どうしていますか』と。でもみんな知らないという。やっとある一人が『たしか女の人が一人いたがお嫁によって、どこかの町にいるそうな』と語ってくれた。
　大統領が選挙で決まることは知っていたが、アメリカ合衆国をつくったワシントンは、日本でいえば源頼朝か徳川家康のような人だから子孫も偉い人だと思っていたeq \o(\s\up 9(ゆきち),諭吉)には驚きであった。
　　　＜大日本帝国の成立＞　　　資料⑫「明治維新とeq \o(\s\up 9(はいはんちけん),廃藩置県)」
　　　1868年３月、新政府は天皇が神にeq \o(\s\up 9(ちか),誓う)という形で新しい政権の基本方針（eq \o(\s\up 9(ごかじょう),五箇条)のeq \o(\s\up 9(ごせいもん),御誓文)）を示したあと、新しい政府の仕組みを作った。天皇を助ける二人の大臣をおき、その下に法律を定めるeq \o(\s\up 9(ぎじょうきょく),議定局)を置き、そのメンバーがeq \o(\s\up 9(ぎょうせいかくしょう),行政各省)の責任者となり、同じく法律を定めるeq \o(\s\up 9(こうぎじょ),公議所)は、各藩（大名家）の代表と政府の各役所の代表からなり、この２ヶ所で新政府の方針を決めることとなった。
　　　しかし新政府の、各藩を廃止して全国を政府のものとし、郡・県を置いて政府の役人が直接治める案はeq \o(\s\up 9(こうぎじょ),公議所)に反対され、実行にうつすことはできなかった。eq \o(\s\up 9(こうぎじょ),公議所)にあつまった各大名家の代表の多くは、藩はこのままで大名家が今後もそこを治めることを主張したのである。そして武士の特権である刀を持つことを廃止しようとする政府の提案も拒否された。
　　　そこで政府は1869年１月、eq \o(\s\up 9(さつま),薩摩)・eq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),長州)・eq \o(\s\up 9(とさ),土佐)・eq \o(\s\up 9(ひご),肥後)の藩主を説得して領地と人民を天皇に返すことを提案させ（eq \o(\s\up 9(はんせきほうかん),版籍奉還)）、各藩は今後も大名が治めるが、それはeq \o(\s\up 9(せしゅう),世襲)（子孫へと代々受け継ぐ形）ではなく、藩の税金の10％を大名に収入として政府が与える形とした。
　　　だがそれでも政府の方針は通らなかった。そして1869年９月には武士を廃止して農民を兵士にしようと提案していた政府の軍事部門の責任者のeq \o(\s\up 9(おおむらますじろう),大村益次郎)が、政府の方針に不満をもつ武士たちに殺され、そのeq \o(\s\up 9(げしゅにん),下手人)を死刑にすることに政府の内部からも反対がでるしまつであった。
　　　困った新政府は首都東京にeq \o(\s\up 9(さつま),薩摩)・eq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),長州)・eq \o(\s\up 9(とさ),土佐)の軍隊を集めるとともに、1871年７月にeq \o(\s\up 9(はいはんちけん),廃藩置県)を実行し、全国の土地と人民を直接政府が治めることとし、大名や武士の身分を廃止し、大名や武士が政治を行う制度を廃止したのである。
　　　＜大日本帝国の成立＞　　　資料⑬「eq \o(\s\up 9(しぞく),士族)反乱」
· 1870年１月、新政府の改革に不安をいだいたeq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),長州)藩（山口県）の武士たちが反乱を起こした。政府はeq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),長州)藩のeq \o(\s\up 9(しんせき),親戚)の藩の軍隊をうごかして、これをeq \o(\s\up 9(しず),鎮)めたが、この反乱のeq \o(\s\up 9(しゅぼうしゃ),首謀者)は九州の熊本に逃げた。（eq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),長州)諸隊の乱）
· 1874年２月、佐賀県のeq \o(\s\up 9(しぞく),士族)400名あまりが反乱を起こし佐賀城を奪った。eq \o(\s\up 9(さつま),薩摩)やeq \o(\s\up 9(とさ),土佐)のeq \o(\s\up 9(しぞく),士族)がともに戦うことを期待したがかなわず、熊本の政府軍にeq \o(\s\up 9(ちんあつ),鎮圧)された。（佐賀の乱）
· 1876年10月、熊本県のeq \o(\s\up 9(じんぷうれん),神風連)という組織を作ったeq \o(\s\up 9(しぞく),士族)170名が反乱を起こした。彼らは刀をさしちょんまげをつけるという昔のいでたちで、熊本の政府軍の司令官と熊本eq \o(\s\up 9(けんれい),県令)（県知事）の家を襲い二人を殺したが、翌日政府軍の攻撃でeq \o(\s\up 9(ちんあつ),鎮圧)された。（eq \o(\s\up 9(じんぷうれん),神風連)の乱）
· 1876年10月、福岡県の秋月のeq \o(\s\up 9(しぞく),士族)200名あまり反乱を起こし、萩（山口県）のeq \o(\s\up 9(しぞく),士族)に合流しようとしたが、政府軍の攻撃を受けてeq \o(\s\up 9(かいめつ),壊滅)した。（秋月の乱）
· 1876年10月、山口県萩のeq \o(\s\up 9(しぞく),士族)200名あまりが乱を起こし山口を攻めようとしたが、政府軍の攻撃を受けてeq \o(\s\up 9(しさん),四散)した。（萩の乱）
· [image: image1.png]


1877年１月、鹿児島県のeq \o(\s\up 9(しぞく),士族)15000名が反乱を起こし、鹿児島から大阪に向かおうと、
　２月熊本城を攻めた。「百姓の
　軍隊に何ができる」と考えて
　攻めたが、熊本城を守る政府軍
　にeq \o(\s\up 9(はば),阻)まれ前進できなかった。政
　府はただちに東京から約５万の
　援軍を送り４月15日熊本城を
　救い、９月には鹿児島を落とし
　て、反乱はeq \o(\s\up 9(しず),鎮)められた。
　　eq \o(\s\up 9(さつま),薩摩)軍の総数は３万人余り。戦病死者7267人。政府軍の総数は、５万8558人。戦病死者6843人であった。（西南戦争）
　　　＜大日本帝国の成立＞　資料⑭「国会開設の運動」
· 1874年のeq \o(\s\up 9(みんせんぎいんせつりつけんぱくしょ),民選議院設立建白書)が新聞にのってから、国会開設運動は全国的に広がって行った。各地にはさまざまなeq \o(\s\up 9(けっしゃ),結社)が生まれ、人にはみな生まれながらにそなわった権利というものがあり、その一つとして国の政治を決定する権利（eq \o(\s\up 9(しゅけん),主権)）は国民にあるという考え方も広まって行った。
　そして農村や都市では、この考え方を学ぶ塾が各地にでき、そこではフランスやイギリスの政治理論が学ばれ、その中で国のありかたを定める憲法をつくろうという声も広まり、国会開設運動は、都市の商工業者や村のeq \o(\s\up 9(じぬし),地主)・農民のあいだに広まっていった。
· 運動の広まりに危険を感じた政府は、新聞の内容を検査し書き改めさせる法律を作ったり、集会の内容をかえさせる法律や、政治的な運動には女や子供や学生や公務員は参加できないという法律を作ったりして、この運動が広まることをeq \o(\s\up 9(ぼうがい),妨害)したが、それでも運動は広まって行った。
· 1880年３月には全国の政治eq \o(\s\up 9(けっしゃ),結社)が連合してeq \o(\s\up 9(こっかいきせいどうめい),国会期成同盟)をつくり、国会開設のeq \o(\s\up 9(せいがん),請願)

eq \o(\s\up 9(しょめい),署名)を全国的にくり広げて行った。政府はこれをもeq \o(\s\up 9(ぼうがい),妨害)するために、eq \o(\s\up 9(しょめい),署名)は一家の主であるeq \o(\s\up 9(こしゅ),戸主)（男性）のみという法律を作ったりしたが、それでもこのeq \o(\s\up 9(せいがん),請願)に賛成しeq \o(\s\up 9(しょめい),署名)した人は、合計31万9311名にもなったのである。
· 1881年10月、ついに政府は10年後に国会を開くことを約束し、そのために憲法を定める準備に入った。
　そこで人々は国会に自分たちの意見を出すために同じ考え方の人々が集まって自由党やeq \o(\s\up 9(りっけんかいしんとう),立憲改進党)などの政党を作った。
　　＜大日本帝国の成立＞　　資料⑮「幕末におけるイギリスの行動」
· ロシアeq \o(\s\up 9(ぐんかん),軍艦)

eq \o(\s\up 9(つしま),対馬)

eq \o(\s\up 9(せんきょ),占拠)事件
1861年２月。ロシアのeq \o(\s\up 9(ぐんかん),軍艦)1eq \o(\s\up 9(せき),隻)が日本と韓国の間にある日本領の島のeq \o(\s\up 9(つしま),対馬)に現われた。そしてeq \o(\s\up 9(こわ),壊)れた船体を修理するといってそのまま島にいすわり、軍隊の基地や港をつくりはじめ幕府がなんどeq \o(\s\up 9(こうぎ),抗議)してもロシアeq \o(\s\up 9(ぐんかん),軍艦)は動かなかった。ロシアは日本海と東シナ海をむすぶ位置にあるeq \o(\s\up 9(つしま),対馬)に基地をつくり、中国侵略のeq \o(\s\up 9(きょてん),拠点)にしようとしたのである。
しかしイギリスが横浜にいたeq \o(\s\up 9(ぐんかん),軍艦)をeq \o(\s\up 9(つしま),対馬)におくり、eq \o(\s\up 9(ぐんかん),軍艦)のeq \o(\s\up 9(たいきょ),退去)を求めたので、ロシアeq \o(\s\up 9(ぐんかん),軍艦)は基地を作るのをあきらめ去っていった。
· フランスと幕府のeq \o(\s\up 9(みつやく),密約)事件
1863年のeq \o(\s\up 9(さつま),薩摩)藩との戦争や1864年のeq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),長州)藩との戦争でイギリスは日本が幕府の下で統一されているのではないことと、日本人が本から知識を学ぶ力をもっていることと、命をかけて植民地になる危険と戦う国である事を知り、イギリスの日本に対する政策は大きくかわった。
1867年のeq \o(\s\up 9(おうせいふっこ),王政復古)の大号令でいきなり天皇の命令を聞くしかなくなった幕府は、日本の領土の一部をフランスに渡す代わりにフランスから武器と資金の援助を受けてeq \o(\s\up 9(さつま),薩摩)・eq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),長州)を破ろうとした。
このことを知ると、イギリスeq \o(\s\up 9(こうし),公使)はただちにeq \o(\s\up 9(ぐんかん),軍艦)を率いて将軍のいる大阪に行き、フランスeq \o(\s\up 9(こうし),公使)に面会して幕府への援助をするならイギリスとの戦争をeq \o(\s\up 9(かくご),覚悟)しろとeq \o(\s\up 9(おど),脅)し、幕府への援助を止めさせた。このイギリスの動きに応じたアメリカが幕府に注文された新型eq \o(\s\up 9(ぐんかん),軍艦)を幕府に渡さなかったこともあって、幕府軍はヨーロッパの武器で武装したeq \o(\s\up 9(さつま),薩摩)・eq \o(\s\up 9(ちょうしゅう),長州)軍に敗れた。
この結果、日本の一部がフランスのものになることはeq \o(\s\up 9(そし),阻止)され、日本は天皇の下で統一され、明治維新の改革へと向かう事ができたのである。
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